






産婦人科領域における診断学の急速な進歩は多くの先天疾患の胎児期における診断を可能

とした。このことによって出産時期や出産方法の適切な選択ができる様になり,更に出生

後の治療を早期にまた計画的に実行でき,一部の疾患では児の予後の改善が認められてい

る。しかし,疾患によっては,胎児の発達・成熟の過程そのものが障害されるため,出生後

の治療では救命困難な状況がしばしば経験される。先天性横隔膜ヘルニアはその代表的な

例で,本疾患では,横隔膜の欠損部を通して腹腔内臓器が胸腔内に陥入するため,消化管な

どにより肺が圧排され,その発達が障害される。重症例では出産後の新生児の肺は著しい

低形成に陥り,そのための換気障害により児は死亡する。この様な例では胎児期に何らか

の治療的処置を加え,出産までの間に肺を十分に発達させておくことが唯一の救命の道で

ある。以上の視点から,San Francisco のグループは,横隔膜ヘルニアの修復を胎児期に試

み,その成功例も報告している。


